














1.目的 

精神遅滞の成因は多様であり,また,知能指数などにより推定される遅れの程度も幅広い分

布を示す。遅滞の基礎疾患や程度によって,患者の発見には難易があり,発見確認される場

所も異なる傾向がある。本調査は大学,病院,保健所,および,養護学校などで発見または確

認された精神遅滞児について,精神遅滞の程度,年令,性別に推定原因の比率を明らかにす

ることを目的とした。特に,従来の精神遅滞に関する広域調査においては,成因についての

項目が現今の医学的な批判に耐え難いと考えたので，統一した基準を用いて，より明確に

推定成因をもとめるように計画した。 


